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１．東大阪市における課題と実践の目的
１-１．東大阪市における日本語指導の体制
1-2.事業の概要と地域連携

２．実際の内容
2-1.日本語協力者の募集及びDLA研修の実施
2-2.実践内容

3.日本語協力者からの実践の振り返り
3-1. DLA研修およびDLA実施について
3-2.活動案作成から実施報告会までについて
3-3.取り組み全体と、今後について

4.取り組みの状況



１．東大阪市における課題と実践の目的

出典：
東大阪市教育委員会学校教育部人権教育室「外国ルーツ児童・生徒の日本語教育支援
を考える集い2025.2.15配布資料「東大阪市の日本語指導が必要な児童生徒について」

日本語指導体制

出典「外国人児童生徒受入れの手引き」

2019年3月改訂版
「第6章市町村教育委員会の役割」(p59)

支援体制の構築



①日本語協力者の募集／JSL対話型アセスメント(以下、「DLA」)研修（５回）

②日本語協力者によるDLAの実施及び学校教員（加配教員含む）との協議

③日本語協力者がDLA結果に基づき活動案を作成

④日本語協力者を対象にした活動案再考のための意見交換会

⑤学校教員が活動案を実践

⑥全関係者による活動案の実践報告会を開催

⑦活動案を修正→報告書（活動案集）を作成→市内の全学校に配布

日本語協力者に対してアンケートを実施

1-2.事業の概要と地域連携事業の概要



日本語指導研究アドバイザー

代表研究者

統括アドバイザー

日本語教育従事者（日本語協力者）

教育委員会人権教育室

公民連携協力室

児童 保護者

協力者

行政

小学校

大学

地域

1-2.事業の概要と地域連携

計画・実施

助言
日本語指導担当教員（学校教員）



1-2.事業の概要と地域連携

日本語指導研究アドバイザー

代表研究者

統括アドバイザー

日本語教育従事者（日本語協力者）

教育委員会人権教育室

公民連携協力室

児童 保護者

協力者

日本語指導担当教員（学校教員）

行政

小学校

大学

地域

①募集①研修

②DLA実施

②判定・協議



1-2.事業の概要と地域連携

日本語指導研究アドバイザー

代表研究者

統括アドバイザー

日本語教育従事者（日本語協力者）

教育委員会人権教育室

公民連携協力室

児童 保護者

協力者

日本語指導担当教員（学校教員）

行政

小学校

大学

地域

③指導案作成

⑤指導案実践依頼

⑤活動案の実践

⑥報告会

⑦報告書作成

④意見交換会

⑦報告書の配布



２．実際の内容

＜協力者の役割＞ （研修受講後）

・DLAの実施及びその判定

・DLAをもとに「日本語指導（活動）案」を作成

＜条件＞

・日本語教育に関する知識

・東大阪市内or隣接地域に在住、または勤務か通学

⇒10名の参加

2-1.日本語協力者の募集及びDLA研修の実施



・講師：第1.2.3.5回は、アドバイザー2名が担当

第4回は統括アドバイザーが担当

・研修場所：東大阪大学

・実施形式：平日の午後約90分の対面式

＊参加できない人向けに、後日オンラインでも実施

⇒5回実施

２-１．協力者の募集と研修の実施

日本語協力者への研修



・内容：基本的に2部構成（前半：講義、後半：ワークショップ）

第1回：東大阪市の日本語指導の現状、子どもの日本語教育について

第2回：DLA の概要（話す、読むを中心に）

第３回：DLA のやり方の確認と練習 

第４回：DLA の評価

第５回：DLA の実施に向けて留意点の確認、日本語指導（活動）案の

例の紹介

・実施時期：202３年５月～８月

研修内容

２-１．協力者の募集と研修の実施



2-2.実践内容

実施時期：2023年9月～10月

実施校：小学校5校

対象児童:11名 （1校につき１～4名）

A校 対象児童２名 担当協力者2名

B校 〃 ４名 〃 3名

C校 〃 ３名 〃 ３名

D校 〃 １名 〃 1名

E校 〃 １名 〃 １名

担当アドバイザー

（樋口）

担当アドバイザー

（小川）

DLAの実施



＜はじめの一歩＞ 5～10分程度
（導入会話・語彙力チェック）

＜話す＞10～15分程度

＜読む＞20～30分程度

＊＜聞く＞＜書く＞は扱わなかった。

児童1名につき、

授業1コマ分（45分）で実施

DLAの実施

2-2.実践内容



活動案 例）



実際に使ってみた小学校教員からの意見や実践内容



３．日本語協力者へのアンケートからの実践の振り返り

回答者：日本語協力者10名

実施時期：2024年3月

実施方法：webアンケート（記名式）



3.1 DLA研修及びDLA実施について

内容理解
十分
理解できた

概ね
理解できた

あまり理解
できなかった

理解
できなかった

子どもの日本語教育
に関する考え方

4 6 0 0

DLAとは何か 8 2 0 0

DLAのやり方 7 3 0 0

DLAの評価方法 6 3 1 0

研修でもっと時間をかけて扱ってほしかったことがありますか。

はい：3名 いいえ：7名 「DLAのやり方と評価方法」「DLAの練習」

「子どもの日本語教育について他者との意見交換」



大変
満足した

概ね
満足した

あまり満足
しなかった

満足
しなかった

研修の内容について
満足いただけましたか

4 6 0 0

＜DLA研修の満足度＞

・基礎的なことから丁寧に教えてもらえた。

・実際に学校に行く前に、もう少し実習時間または見学時間が
あると良かった。



うまくできた 概ねできた
あまりできな
かった

全然できな
かった

DLAを実践してみて
どうでしたか

0 5 5 0

＜DLAの実施について＞

・敬語で話したら、子どもが身構えてしまった。

・「覚えていない」「わからない」と言っている子どもから発話をうな
がすこと。

・子どもが反応してくれないときに、どうしたらいいかわからなかった。

DLAで困ったこと・うまくできなかったこと

DLAの実施ははじめてでしたか。 いいえ：2名 はい：8名



うまくできた 概ねできた
あまりできな
かった

全然できな
かった

DLAを実践してみて
どうでしたか

0 5 5 0

＜DLAの実施について＞

・学年相当をどう判断するのか。

・自分の判断が妥当か不安があった。

・子どもができている・できていないの基準がわからず悩んだ。

DLA判定で困ったこと・うまくできなかったこと



3.２ 活動案作成から実践報告会まで

・グループで他の人の意見が聞けたり、アドバイスをもらったりでき
たのがよかった。

困難に感じたこと・負担に感じたこと・工夫したことなどの 感想

・児童が飽きないようにイラストを多めにしたり、選択肢を選べるよ
うに選択カードを作成した。

・大人の学習者向けに考える教案の作り方とは勝手が違って、
戸惑った。

・アイデアはあっても自分の中でまとまらず苦労した。

・グループの方の力を借りて、良い活動案を作ることができた。

＜活動案作成について＞



＜意見交換会について＞

意見交換会の参加：5名（オンライン参加含む）

意見交換会は、教案を再考するのに役立ちましたか。

→回答者全員から「はい」と回答



＜実践報告会について＞

報告会の参加：5名（オンライン参加含む）

報告会は、教案を再考するのに役立ちましたか。

→回答者全員から「はい」と回答



3.3 取り組み全体と今後について

＜事業全体について＞

大変
よかった よかった

あまり
よくなかった

全然
よくなかった

事業全体について
どうでしたか

10 0 0 0



3.3 取り組み全体と今後について

・今まで留学生の日本語教育を行ってきたので、違う視点での日
本語教育を知ることができた。

学んだ（学べた）こと・成長した（成長できた）こと

・小学校の先生と連携しながら進めていくことで、日本語教育の観
点ではない部分もたくさん学べた。学校現場の先生だからこその
知恵なども活かして教案作りができた。

・外国人の児童の実情を知ることができた。

＜事業全体について＞

・日本語指導の先生方の工夫を知ることが大変学びになった。

・相乗効果的なものもあった。



・自分自身の子どもに関する知識と経験不足のため、正しく評価
する自信がない。

＜今後について＞
今後も子どもの日本語教育に携わっていきたいと考えますか。

はい：8名 いいえ：1名 無回答：1名

・将来的には携わりたいと思うが、今のスキルでは的確なアドバイ
スができると思えない。

・児童に触れ合えて貴重な経験だった。

・初めてのDLA経験を通じて、訓練すればだれでもできるということ
を強く感じた。



4.取り組みの状況

１）報告書（３３の活動案）
市内すべての小中学校の現場に指導案を配布 →〈活用〉

２）「日本語指導支援員」としての活躍
日本語教育従事者と教育委員会とのネットワークの構築

⇩
学校現場にて日本語指導の体制づくり指導法などについて助言

（DLAの実施／協議／提案等）

３）小学校教員と日本語教育従事者との交流とスキルアップ
お互いの存在や知識について知る→つながる〈融合〉



ご清聴
ありがとうございました

↑
報告書ダウンロード

33の日本語指導活動案が掲載されています
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